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基礎情報学の概要

1-1 基礎情報学への誘い
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基礎情報学の入門書と授業展開例
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求められる情報教育とは

　情報社会からの要求＝「情報社会に参画する態度」の育成

いわゆるデジタルデバイドの問題ではない

● ITリテラシーでも情報工学でもない。
さらに、 文系でも理系でもない文理融合の教育。

基礎情報学

● コミュニケーション能力の向上を目指す。
情報そのものに対する正しい理解をうながす教育。
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基礎情報学の立ち位置

理系の情報学
(情報工学)

文系の情報学
(社会情報学)かけ離れている

どちらにも
発展可能

文系であり、           
かつ理系でもある

人や社会としての
 コミュニケーションを
  理論的に扱っている

文系と理系の情報学を、
　　　　下層で接続している。
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基礎情報学の概念的特徴

主観知から客観知へ

閉鎖系

観察者の視座

主観としての
意味作用

天下りの客観性を否定
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客観的観察者

客観性に対する問題点の例

刺激 反応

入力 出力

両者の違いは？

生物

機械

基礎情報学で解決！
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終わり


